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酉立農業者大学校の麗止

塩谷栗夫本

去る 4月 27 日に行なわれた政府による第二次

事業仕分けで，国立農業者大学校が廃止されると

いう結論となった。その主たる理由は年間に生徒

たり 291万円もの事業費を使って，その効果

が認められないからというのだそうである。

この結果に憤難して， 4月 30日に在校生と卒業生

が立ち上がり，反対運動のための署名活動を始めた。

農水省で、の最終的な結論が出る前に署名活動の

結果を終えねばならないため十分な署名活動が

出来ず，農水省の最終決定に影響を及ぼすほどの

署名が集まったかどうか危倶するところである O

現在の在校生全てが卒業する 2年後には廃止，とし、う

事業仕分け通りの結果になってはならないと考え

一文をしたためた。

その署名用紙に記載された文面によれば，今回の

決定に関して学生の一致した意見として大きな

積りと，間の農政への不信感をあらわにし，それを

次のように取りまとめている。

1)道府県にある農業大学校と違って，農業者大学

校は農業の経営者，リーダーを育成する機関で

あるが，その点の理解がされていない。

2)全国から同じ志をもっ農業青年が集い，寝食を

共にできる場がなくなる。

3)農業の未来を担う青年の教育の場を奪わないで

ほしし、0

4)他教育機関では得られないネットワークっくり

ができなくなる。

衰退する一方のわが国農業の将来を憂い，厳しい

経営環境であることを承知の上で，農業の再興を

目指して本校に学ぶ在校生及び卒業生の憤溜ゃる

かたない心中が察せられる。

農業の袋退，それはただ単に食料自給率の低下を

意味するだけでなく，輸入食料の安全性に対する不

安，あるいは自然環境の劣化に伴なう住環境の悪化

と地球温暖化の進行など，最大の闇家的課題である

お本の未来を危うくする諸開題の根源なのである。

60億人を越える地球上の人口は年々増え続け，

市本エメラノレ(株l(Kurio Enyal 

8億とも 9億とも言われる人々が飢織に直面してい

る現状を鑑みれば，農業が軽視されていいはずは

ない。その農業は潅蹴用水や道路網など，インフラ

の整備がどの産業よりも不可欠な産業である。その

意味からわが国は他のどの隈よりも農業適屈なの

である。にも関わらず，役間一般に農業を軽視する

風潮があることは遺憾なことで，その農業の振興の

ためには他どの産業よりもさまざまな分野の幅広

い知識と感性を持った優れた若者，後継者が必要不

可欠であることは言うまでもない。今，農業者大学

校には農業以外の専門分野の大学で学んだ若者や，

大学卒業後社会経験を積んだ若者が，農業経験の

ある農家の子弟と一緒に切綾琢磨しながら農業

経営を院指して学んでいる。まさに次代の農業を

背負って立つリーダーの育成を期待されているのが

この農業者大学校なのである。

農業者大学校の目的

農業者大学校 (NationalFanners Academy)は農水

省の管轄下にある独立行政法人農業・食品康業技術

総合研究機構という食料・農業・農村に関する研究

機関に属しており，学校案内「農業者新世代」に

よれば，その教育理念として次の3つを挙げている。

OEli3変革する農業者としての基礎カの養成

0世界的視野で考え，地域で行動する農業者の育成

O人間教育

これらの理念をもとに，世界最高水準の農業者の

脊成を目指しているのである。

学内iこは宿泊施設などを持ち，在学中の 2年間に

同じ志を持った学生たちが，日本の食料生産の十品、手

となるという共通の夢を語り合える雰屈気をかもし

出せるものになっている。農業はその生産活動が

気象条件に左右され，生産物の販売が棺場で決めら

れるなどという，他産業にはない不確定要素の多い

経営を余儀なくされる業態であるために，共に学ぶ

もの梧互の友情の篠立や意見交換は何にも増して

不可欠なものである。
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またそこで学んだ、ことを農業の現場に夜結させる

必要性から，卒業生はもとより，加工・流通を含む

食料関連業界とも密接な連携を保ち，またカリキュ

ラムには現場での実習や，短期間ではあるが海外で

の研修も含まれるという郎戦力としての農業教育

を受け，卒業後は次代の農業を背負うリーダーとし

ての活躍が期待されているのである。

オ ラ ン 夕 、の農業との比較

「地球は神様が創ったが，オランダはオランダ人

が造ったJと言われるように，オランダは海を埋め

立てて造られた掴であり， 、山が海抜20メー

トノレという，ほとんどがゼロメートノレ地帯で、ある。

そこに潅翫を張り巡らせ，人間の居住可能な土地に

造成されたもので，その面積は 41，500平方キロで

お本の 11%，人口は 1，659万人で日本の 13%であ

る。人口密度が高く，狭い国土で資源、に乏しい点で

は開国は似通っているが，その 70%は農地である。

国土面積 1平方キロに住む人口は日本の 336人に

対して 400人と多く，うち就農人口は 3%であるが，

農産物の生産額が GDPの 22%を占めるというよう

に，農業は閣の基幹産業となっている。それに比べ

て臼本の就農人口は全人口の 3.7%であるにも関わ

らず，その生産額は GDP比1.8%でしかない。そし

て，オランダで生産された農産物(闘芸を含む)は

表に示すように，わが国に比べて 25倍もの農渓物

が輸出され，その総輸出額はアメリカに次いで世界

第ニ{立を誇っている ('06年) 0 もちろん輸入量も

白木の 75.6%と多いが，その結果年開 219億ドルも

の外貨を食料の貿易で稼いでいるのである。 403掠

ドノレの貿易赤字で、ある日本とは比較にならない。

なぜそれほどに農業が盛んなのであろうか。簡単

に言えばそれほど農業という援業が重視され，

も食料の重要性と厳しい農業経営の現状を理解し，

若い次代を背負う後継者を育てているからである。

農業そのものだけでなく，関連の産業，たとえば農

薬，家畜ffl医薬品，機械器具，流通方法なども含め

て国を挙げて研ー究開発とその振興に全力を挙げて

いる。教育の分野で震えば，たとえば Wageningen

Business Schoolなどは自国の農業者の教育だけでな

く，世界中の農業を回指す若者に呼びかけて定期的

にIntemationalPostgraduate Courseを運営している。

そのカリキュラムには管理技術だけではなく，

表 世界の主要国における農産物貿易
(単位億ドノレ) (‘06) 

国名 検出額 事会入額輸出額一輪入額

日 20 423 -403 

英国 196 458 一262

中国 224 378 …154 

ロシア 44 149 -105 

ドイツ 474 577 -103 

韓国 24 124 一100

アメジカ 714 676 38 

インド 113 71 42 

フランス 504 373 131 

オーストラリア 215 57 158 

アルゼンチン 196 11 185 

オランダ 549 320 219 

347 47 300 

獣医学などの他，企業に入つての研修やコンサル

ティングなどの教育も含んでいる。

オランダは狭く人口も少ない闘ではあるが，こう

して農業の近代化を世界に先駆けた先進障なので

ある。わが国農業の行くべき方向を示唆しているの

ではないだろうか。

オランダのようにお本より国土が狭く人口密度

も高い閣で、あっても，農業分野で世界最先端を行く

閣となり得ることをわが障は理解すべきで，その

ためには何よりもまず優れた若者・後継者ーの教育と

育成が不可欠であることは忘れてはならない。

日本の農業教育

わが国の農業に関する高等教育機関としては，

各大学の農学部，道府県にある農業大学校，それに

この陣立農業者大学校がある。そこでの教育のあり方

(戦後の)を振り返ってみると，昭和 50年代から

60年代をや心として，わが国の大学教育は産学1協関・

連携とは正反対の，産業から離れた研究・教育を

行なうことがより崇高なものとされ，産学連携を

考える教師を似非学者と呼んで、きたという不幸な

歴史がある。農学はその名の通り農業のための研究

教育機関であるにも関わらず，農業とはかけ離れた

研究と教育を回指すことを良しとしてきたので

ある。農学とは名ばかり，とくに蕎産学でそれが

言える。

その結果わが閣の畜産業はどうなったか。和牛の

育種は男IJとしても，品種改良から飼育管理技術，

などその関連産業を含め，現在国内で普及し
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ている技術は残念ながらそのほとんどが梅外で

開発されたものまたはその模倣である。換言すれば，

わが国の大学や研究機関はわが患の蔭産業のため

に何もしてこなかった，と言っても過言ではある

まい。しかしここに来て大学が独立法人となり，

先生方は研究費'稼ぎのためか，にわかに産学協同を

口にするようになった。これを見て産業界からは

f今更何を」という声が関こえてくる。

食料の自給率が 40%を切り，事会入食品の安全性に

右往左往させられる昨今の有様は，その根底には

こういう不幸な歴史があるのである。そうした長い

麗史の積み重ねが，農業と言う産業が世間一般から

諜タトされ，軽視され，鹿れる原閣となったのである。

「農業者は頭を使え。もっと付加価値の付いた食品

を販売するよう考えろ。そうすれば儲かるのだJと

いう少しでも安くて良質な食品を貧しい人たち

にも等しく供給するjことをその本文とすべき食料

生産本来の使命を無視した発言が第二次，三次産業に

身をおくリーダーを自任する人たちから聞こえて

きても，それに反発することもなく，大学などの研究

者や為政者たちからも何の反論も聞こえて来ない。

孫子の代の食料供給は大丈夫なのか。インドや

中閣を筆頭に，発展途上閣の経済が急速な発展を

遂げてし、る。それはより整沢な食料の濡沢な供給が

必婆になってくることを意味する。人口密度が世界

のトップクラスで，狭い農地しか持たないわが国で

はあるが，世界に冠たる潅i統用水を持ち，四季が

あり，世界でもっとも優れた農業適地があるので

ある。その貴重な農地を補助金を出してまで減らし

て行く。その挙句に戸別補償龍度で農家を保護する

としづ。これが政治ときうのならば，それは間違っ

ていると茂諭せざるを得ない。

食料の供給を海外に依存することが如何に危険

なことであるかを，ここ数年来の輪入食品の安全性

欠知で消費者は十分理解してくれたはずである。

ではこれからどうする。農業者とその関連業界と

研究者が今こそしっかり連携して行くときである。

それには当然のことながら行政も加わり，産学官の

しっかりとしたチームワークっくり以外に方法は

ない。

農政との 関 わ り

そんな折も折り，この度の政府による事業仕分け

で f農業者大学校は廃止」としづ結論が出た。その

結果を聞いて，驚いたというよりもあきれて物が

言えない。一体全体仕分け人となった人々は臼本の

農業と食料供給の現状をどの程度理解し，その将来

を何と考えているのだろうか。閣の財政が逼追して

いるから行政の無駄を省く，というのが新しい政権

の事業仕分けの目的と聞くが，農業という人潤生き

ていくために必須な食料を生産する産業に対して，

その将来を犠牲にしてまで同列の見方で対応すべ

きものではないと考える。米来永劫にわたる安全な

食の供給という高遜な自襟に対して，閣として何を

すべきか，どのような施策を講ずるべきかをその

原点に立ち返って考えて欲しい。次の選挙のために，

などという近視眼的な見方で判断されるべきもの

では鱗じてないはずで、ある。そうすれば農家への

所得補償などという愚策で担額な予算を使うより

も，将来の農業を背負うべき後継者の教育と育成に

こそ予算を使うべきであることに気づくはずで

ある。本来教育というものは「効率」としづ尺度で

見るべきものではない。教育というものはもっとも

効率の悪い事業であることを理解すべきであろう。

世に言う f大器晩成j という言葉通り，教えたこと

が何十年も後になってやっと花咲くこともあるの

である。効率を旨とした教育は小粒な人間っくりに

しかなり得ない。

わが国の就農人口は 244万人，総人口の 3.7%に

過ぎない。しかもその内容を見てみると， 65歳以上

が 54%を占め， 15~40 歳はたった 8% しかいない。

そんな消え行くような，累にもならない僅かな人の

ために国家予算を使うことはできないとでも考え

ているとは思いたくはないが，その稜度の施策で

何十年か先の食料供給が観保されるのだろうか。

優れた表者が一人でも多く農業を学び，将来の農業

を背負って立って欲しいと願うことは国民だれか

らも同意が得られることであろう。農業者大学校の

存在価値はそこにある。

幸吉 び

最近いわゆる脱サラで，北海道に行って畜産業を

始めた，あるいは高名なスポーツ選手が野菜っくり

を始めた，などというニュースがあたかも美談とし

て流れることが多い。広く治費者の間でも農業の

大切さが理解されてきたからであろうと考えれば



708 畜践の研究第 64巻第7号 (2010年)

納得できなくはない。しかし，残念ながらそうした

農業者の多くは平々と挫折していく例が大半で

あると開く。農業経営というものは都会人が考える

ほどロマンチックなものではないのである。為政者

は日本の農業の担い手はそうした人たちで、いい，と

安易に考えているのではなかろうか。あるいは大手

外食業者などが安全・安心をキャッチフレーズと

すべく自前の生産農場を持つ。それが農業の担い手

となり得ることも断じてない。なぜならそういった

農業は採算性がないと見ればさっさと手を引く

という事業体で，恒久的な農業の担い手とはなり

得ないと考えるからである。話題性があって，マス

コミが取り上げて，一見食料生産政策がi並行して

いるかのごとく消費者が錯覚合起こして，政府に

対する風当たりが鎮まればそれで、よし，とでも政府

は考えているのではなかろうか。もしそうだとすれ

ば，そういう政治のあり方こそ事業仕分けで排除

されるべきものだと考えるが如何であろうか。

農業者をさらに苦しめているものは，輸入物との

戦いである。広くて安い農業用地をもち，安い労賃

で大量に生産してわが国に押し寄せてくる輸入

食料は，ものによっては国内藤の 3分の lという

価格である O 農業関連資材もまたしかりである。

そんな食料品との戦いの中でわが園農業が生き

残っていくためには，やはり規模拡大が不可欠で

あろう。そのためには地域で集約化した農業になら

ざるを得ない。規模を拡大すればそれだけリスクも

大きくなる。そのリスク軽減は優れた若い後継者の

育成なしにはできることではない。

農業者大学校の卒業生などがそんな期待に沿っ

た人物であると信じるし，彼らもその気概を持って

しっかりと学んで欲しい。農業者大学校での教育者

自身もまたより優れた教育をすべく業界と連携を

保ちつつ世界の食糧情勢の把握を忘れることなく

の研鐙をされて，わが国の農業を背負って立つ

べき表者を育てるとしづ気概のもとに，そのために

はどうすべきかを常に考え，より実効ある優れた

農業教育を艮指して欲しいと願うものである。

農村は過疎化し農地は荒廃する。そんな姿を見て，

それでも農業の未来を信じて学ぼうとする若者

たち。彼らの夢を奪うような政治は日本の将来を

滅亡させる政治以外何ものでもないと考えるが

如何であろうか。

{農業畜産情報]

口蹄疫ハエ媒介の可能性

侵入組止へ防虫ネット

宮崎県内で口蹄疫の懸命の防疫作業が続くが，専門家は感染の拡大にハエが関与している可能性にも

注目している。

匡立感染症研究所(東京都新宿区)昆虫医科学部の小林陸生部長は，あくまで推測とした上で口

蹄疫の発生が拡大した状況を見ると，人の動きや風などではなく，羽を持った昆虫の動きのように思え

るJと指摘する。中でも，ハエが関与している可能性が高いという見方だ。

小林部長はこれまで病原性大腸菌 0157の発生付近の斎舎やと苔場近くのイエバエ，烏インフルエン

ザの発生地周辺のオオクロパエについて研究してきた。いずれの場合もかなりの率で、ハエ体内から

0157，鳥インフルエンザウイルスが検出されたことにもとづいている。

イエバエ，オオクロパエは，家議のふんも餌として食べ，消化管に取り込む。オオクロパエは畜舎周

辺に多く見られるハエだ。イエバエの消化管では 0157は死滅せず，鳥インフルエンザウイルスは，オ

オクロパエの消化管の中で少なくとも 24時間生きていた。

ハエが家畜の餌の上などでウイルスを含んだふんを排池し，そのふんを家畜が食べて感染しているー

というシナリオが考えられている。
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